




































































































として来店したりしている。営業時間は月曜日から土曜日の 19 時から 29 時(午前 5
時)までであり、店舗がある建物は裏道に位置しており、店は建物の地下 1階にある。 
店で働くスタッフはアルバイトスタッフとレギュラースタッフに区別され、その年
                                                   
1 本研究では砂川(2015)のゲイバーの定義を基に、ミックスバーを定義づけている。 
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客は主に異性愛者である。客の年齢は 20 代～60 代と幅広い。まれにセクシュアル



































































男性：あんたは?    
女性：ニューハーフ!    
Cさん：そうそう、もともと男だったけど 16の時に性転換して、いまは女。 
男性：あれは?    
Cさん：あれはここのオーナー。ゲイでオカマ。 
男性：あの子は?    















  女性：あなたはなんなの?    
  Kさん：僕はゲイです。 
  女性：あっちの…奥にいる人は?   




















女性：トイレってどうしてるの?   
Iさん：自分はいつも、車椅子のマークがついているところ。でも女の子のほうも、
男性用も使ったりします。 
女性：入れるんだ!   
Iさん：とがめられたりはないですね。女性用に入った時のほうが、二度見された














男性：バイってことはどっちもいけるってこと?    
筆者：そうですね。好きになった人がタイプというか、男性でも女性でも、性別
は関係ないかなって感じですね。 













































































男性：え、レズビアン?   
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Aさん：え!? そうなの?   
男性：男とヤったことあるもん。 



































































































スタッフ H さんの語りである。H さんは異性愛男性で、「黒服」として働いていた。
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